








　動物園で飼育展示する動物の大半は（家畜化された種ではないという意味での）野生動物で
あり、その展示の手本は野生での生きざまにあるはずである。野生で見る動物の姿は感動的だが、
海外の野生動物の生息地にはいつでも誰でも簡単に見に行けるわけではないから、動物園は基
本的に都市部につくられる。筆者はこれまでに、世界三大熱帯雨林と呼ばれる地域を中心にい
くつかの野生霊長類の生息地を訪問・研修する機会を得てきた。野生で動物を見たときの感動
をどのように人工環境下で再現できるかは動物園人にとっての永遠の課題であるが、これまで
に “広く浅く ” さまざまな地域を訪れた経験から、動物園に生かせそうな雑駁なアイディアを紹
介したい。
　また、これまでに欧州やアジアを中心とした海外の動物園・水族館を訪問した経験から、日
本の動物園展示に圧倒的に足りないと感じる要素がある。それは、①巨大温室、②混合展示（と
くに霊長類）、③生物多様性と保全の可視化、である。いずれも野生の姿を見る人に想起させ、
野生と我々のつながりや地球環境に対する責任を感じさせるのに有効な手段といえる。
　油断していると、日本の動物園の展示は、野生動物を愛玩動物と区別なく “愛でる ” お触り施
設や、野生と完全に切り離された都会の中のおしゃれな “映え ” 空間みたいな場所に成り下がっ
てしまう懸念も抱いている。野生動物を飼育展示するという意義と責任を再確認するためにも、
動物園展示の未来を改めて一緒に考えたい。

公益財団法人日本モンキーセンター学術部企画広報課

綿貫宏史朗

日本の動物園展示の未来に向けたいくつかのアイディア

シンポジウム　「野生とつながる動物園を考える」



　名古屋市東山動植物園では３種の大型類人猿を飼育してきました。動物舎は 2018 年（平成
30 年）に新ゴリラ・チンパンジー舎、2023 年（令和 5年）に新オランウータン舎が完成し、
新たな動物舎での飼育・展示が始まりました。
　新ゴリラ・チンパンジー舎の建設には複数の類人猿研究者の方々にゴリラやチンパンジーの
野生下での生態や社会性について多くのご助言をいただき、建設計画の策定を行いました。また、
2015 年・2016 年には類人猿飼育担当者がタンザニアのゴンベ渓流国立公園へ行く機会をいた
だきました。
　チンパンジー担当者が野生のチンパンジーを観察して得た知見を建設計画に反映する事がで
きたこと、建設計画の方向性に間違いがないかを確認できたことで、非常に有意義な経験とな
りました。また、その後の飼育現場においても得た知見を反映させることで、より類人猿たち
の生活を有意義なものにする事ができました。
　今回の発表では、主にチンパンジー舎建設へのこだわりと共に強く要求したこと、会議でど
のようなチンパンジーの行動を再現しようか検討していたこと、完成後のチンパンジー達の “想
定内 ”・“ 想定外 ” の行動、現状での課題や今後の改善点などをお話します。東山動植物園の新
ゴリラ・チンパンジー舎を見た事がある方はもう一度、まだ見た事が無い方には「見に行こう！」
と思っていただけるようなお話ができればと考えています。
　どうぞ気楽にお聞きください。

名古屋市東山動植物園飼育第 2グループ

近藤裕治

新ゴリラ・チンパンジー舎建設における狙いと結果について
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　今回ご紹介する展示は、どれも海外の動物園で見た実際の体験を、日本の現場に合う形にア
レンジして実現したものです。机上の理論ではなく、実際に歩き、見て、飼育スタッフや関係
者と話をし、「これは日本でもできる」「ここは工夫が必要だ」と考えながら形にしてきました。
　たとえば埼玉県こども動物自然公園のペンギンヒルズ。これは北米のイマージョン展示を見
て、「生息地の中を観客が歩く」という発想をそのまま応用したものです。ただし日本では気候
も動線も違いますから、丘地を使った “歩くペンギン展示 ”として再構築しました。
　レッサーパンダ舎も同じです。アメリカで初めて InvisiNet を見たとき、「境界ってここまで
消せるんだ」と衝撃を受け、InvisiNet の導入と植栽による目の錯覚を利用した見た目の圧迫感
を最小限にする展示を作りました。シカとカモシカの谷は、アリゾナなどで見た “ 自然そのも
のを展示に使う ” という発想から生まれたものです。雑木林の地形をそのまま使い、動物がそ
こに暮らし、人は木道からそっと覗くだけ。作り込みを減らすかわりに、自然の時間が見える
展示です。
　那須どうぶつ王国のビーバースワンプも、周囲の環境を借景とし電柵を使用し境界の圧迫感
を最小限にする空間づくりを目指しました。
　動物福祉を高めるには、動物に広い面積が必要です。しかし面積を広げれば広げるほど、展
示できる種数は減ってしまいます。そのジレンマを解消するのが混合展示で、神戸どうぶつ王
国のパンタナール展示は、複数種が同じ空間を共有するスタイルを導入しています。
　いずれの展示も、海外で学んだものをそのまま真似るのではなく、「日本の環境で、日本の動
物園で、どう生かせるか」を考えて形にしたものばかりです。これは、見て終わりではなく、見て、
日本でつくるという我流展示づくりの実践と言えます。

神戸どうぶつ王国／那須どうぶつ王国

日橋一昭

海外で見て、日本でつくる。我流展示づくりの実践
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　動物園はしばしば「野生への窓」と表現されるが、どのような窓になって何を提供するかに
ついては、今もなお議論される。本講演では、演者がこれまで行ってきた野生ウミガメ類の研
究と、動物園での教育普及の取り組みをもとに、「野生とつながる」ための視点をお話しする。
　ウミガメ研究で得られた科学的根拠に基づく保全提案が、社会の「わかりやすい物語」や思
い込みと衝突し、期待通りに伝わらない経験を重ねた。こうした “事実と受け取り方のズレ ”は、
他の領域でも共通して認められる。この経験を契機として、演者は「見えていない現象を可視
化し、その意味を翻訳して伝えること」が、人々の理解を深める鍵であると考えるようになった。
　現在、動物園ではペンギンやワオキツネザルの生理・行動を記録し、見ただけではわからな
い動物の	“ 内面の可視化 ” に取り組んでいる。来園者がこの内側の変化に触れることで、自ら
の思い込みに気づくプロセスが観察されつつある。また、デジタルツールを通じて人と動物の
境界を越える体験や動物目線での映像教材を組み合わせたプログラムを、科学コミュニケーショ
ンの場で実践している。デジタルツールを通じて人と動物の境界を越える体験や動物目線での
映像教材を組み合わせたプログラムを、科学コミュニケーションの場で実践している。これに
より、自分を知って気づきを生み出す理論と実践を合わせた検証を行っている。
　このように本講演では、これらの理論と実践を往復しながら構築してきた「気づきのデザイ
ン」という概念を軸に、動物の内側の世界を翻訳し、その体験を通じて人が “人間中心の視点 ”
から “ 生態系の中の一存在としての視点 ”へと移行するプロセスを提案する。

京都市動物園生き物・学び・研究センター

工藤宏美

野生動物の研究から動物園での「伝える」への展開
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　大型類人猿 ( を含む野生動物 ) は、人為的管理や移動制限を受けることなく、生息環境と自由
かつ主体的に相互作用しながら生活を営んでいる。このような生活様式を「生態」と呼ぶ。
　大型類人猿の生態は極めて多様である。その理由は、生息地の環境条件が地域ごとに異なる
ためである。各地域の類人猿の生態は、いずれもその地域に固有のものである。ところかわれ
ば大型類人猿もかわるのだ。
　どの地域の大型類人猿も、人為的に作り出されたものではないという意味で「自然 (natural)」
の姿である。しかし同時に、環境との相互作用を通じて形成されてきたものであり、その意味
では「本来の (natural)」姿ではない。つまり、「本来の大型類人猿」というものはどこにも存在
しないのである。
　このような視点に立つと、現在の動物園の展示ポリシーに対して一つの疑問が浮かび上がる。
展示動物を「本来の姿に近づける」ことを目標とし、そのモデルを野生に求めるという考え方は、
果たして適切だろうか。
　野生大型類人猿の研究が提示できるのは、自然環境における彼らの現実の姿である。しかし、
それが現実性 (reality) を持つのは、あくまでそこの自然環境の中においてである。動物園には
動物園の現実があり、それは野生のものとは異なってしかるべきである。したがって、動物園
は野生を参考にしてもよいが、それを到達すべき「本来の姿」と設定すべきではない。

岡山理科大学理学部動物学科

竹ノ下祐二

野生の大型類人猿研究から動物園の展示にどう参画・助言するか
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　水は、生命維持に必要不可欠なものである。ヒトの祖先が熱帯雨林を出て乾燥地に行動範囲
を広げた際、直面した問題の一つが飲み水の確保だったと考えられる。初期人類も直面したで
あろう水にまつわる苦難を解明するには、様々な環境に住む現生の霊長類をモデルにすること
が有効である。生態的、系統的に多様な種のデータを収集し、各種の水分摂取量や食物由来の
水分量、本来の生息環境による水分要求量の違いを明らかにすることを目的とした。日本モン
キーセンターで飼育されている 24 個体、8種（ワオキツネザル、コモンマーモセット、クロ
ミミマーモセット、アカテタマリン、ワタボウシタマリン、ヨザル、ヤクシマザル、シロテテ
ナガザル）を対象にした。各個体、24時間の観察を 1-3 回行った。目視で減少量を確認できる
水皿あるいは給水機で水を与え、正確な飲水量を測定した。さらに、給餌量と残餌量を計量し、
摂食量を測定した。摂食量と栄養成分から食物中の水分量と代謝水分量を推定した。飲水量に
食物中の水分量と代謝水分量を加算し、水分摂取量とした。体重と水分摂取量の関係は、負の
アロメトリーを示した。すなわち、体重の大きな個体は体重あたりの水分摂取量が少ないとい
う結果が得られた。さらに、地上性の種の水分摂取量は樹上性の種と比べて有意に高かった。
以上より、水分摂取量には代謝率や蒸発が関わっており、本来の生息環境が影響していること
が明らかになった。

1京都大学理学研究科， 2 京都大学生態学研究センター

安達希 1，半谷吾郎 2

霊長類の水分摂取量について
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　腸内細菌叢は、遺伝的な宿主要因と、食性などの環境要因の両方によって形成されることが
知られているが、腸内細菌叢の形成にどちらの要因がより強く影響するかは定かでない。そこ
で本研究では、タイワンザルの野生群・餌付け群・飼育群を対象に糞便サンプルを採集し、既
に報告されているニホンザルの野生群・餌付け群・農作物利用群・飼育群で腸内細菌叢の組
成が有意に異なることを明らかにした研究 (Lee at al. 2019) と比較することで、近縁種間で
宿主の種と環境要因のどちらが腸内細菌叢の組成に強く影響するかを調べた。16S rRNA遺伝
子 V3-4 シーケンス解析により、両種について腸内細菌叢の比較を行ったところ、野生・餌付け・
飼育の環境要因は、宿主の種よりも強く影響し、両種の腸内細菌叢は環境要因によってよりま
とまってクラスター分けできることが明らかになった。特に野生群同士の類似度が高く、飼育
群同士での類似度は比較的低かったため、食性の差が強く影響していると考えられる。このこ
とから、タイワンザルとニホンザルは地理的に離れた地域に生息しているものの、両種の腸内
細菌叢は環境条件に応じて類似した変動を示し、多様な生息環境への適応に寄与していること
が示唆された。本研究は、近縁種レベルでは遺伝的な差よりも、環境の違いのほうが腸内細菌
叢の形成により強く影響することを示す一例を提示する。

1京都大学大学院理学研究科， 2 京都大学生態学研究センター

南川未来 1， リーワンイ 2， 半谷吾郎 2

環境の違いが宿主の種よりも腸内細菌叢に強く影響する
－タイワンザルとニホンザルの比較研究－
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　今から 71年前、日本で初めてゴリラが飼育展示された場所は日本動物園「世界動物博覧会」
という移動動物園でした。以降、様々な動物園や移動動物園でゴリラが飼育され、誰もが知る
存在となったゴリラ。しかしながら、国内の移動動物園で最後に飼育されたゴリラについては
忘れ去られつつあります。ゴリラファンとして、これまで知り得た話を移動動物園という視点
からお伝えします。

赤井將太

ゴリラのあしあと　～とあるゴリラのお話～
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　伊谷純一郎氏（1926-2001，以下敬称略）は 1940 年代後半から各地でニホンザルの調査、
とくに高崎山での調査を継続して行った、日本霊長類学のパイオニアの 1人である。1958 年
からはアフリカでの大型類人猿調査を開始し、特にチンパンジーの調査地の開拓を進めた。ま
たアフリカの農耕民や狩猟採集民の生態人類学的調査を展開している。日本モンキーセンター
（JMC）は 2024 年にその研究資料の寄託を受けた。フィールドノートをはじめ、写真関連資料、
原稿類、出版物などからなる資料群の概要は昨年のプリマーテス研究会で報告している。その
報告以後も資料の整理を継続し、資料の概数だけでなくどういったものがあるのか、その内容
の部分の確認も進めている。JMCは 2026 年に創立 70周年を迎えるが、その創立に大きく関
わり、最初の研究員を務めたのが伊谷純一郎である。伊谷純一郎の研究資料には JMCの草創期
を写した写真、当時の新聞記事、さらには日本モンキーセンターでの調査やアフリカでの調査
に関わるフィールドノートなども含まれている。本発表ではこれまでの整理活動の中で見つかっ
た、JMC初期の記録について紹介したい。

新宅勇太

伊谷純一郎資料にみる日本モンキーセンターの草創期

京都大学野生動物研究センター，公益財団法人日本モンキーセンター
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　ヒトの言語は、動作主が被動者に先行する基本語順である言語が多いという特徴を有する。
例えば、”Humans control nature.” のような基本語順である英語が該当する。一方で、被動者が
動作主に先行する基本語順である言語も存在する。例えば、ナデブ語が該当する。ナデブ語話
者は、動作主より被動者に焦点を当てて文を理解すると考えられる。なお、（動作主が被動者に
先行する基本語順である言語である）英語は、”Nature is controlled by humans.” のような受身の
文を有する。受身の文が存在する理由は、英語話者が典型的には被動者より動作主に焦点を当
てるところ、被動者に焦点を当てて文を理解する場合があることに基づく。
　また、ヒトの言語は、（自動詞文に対する）他動詞文において動作主又は被動者のどちらに焦
点を当てるかという型、すなわちアラインメントに基づいて分類できる。例えば、他動詞文に
おいて、英語は動作主に焦点を当てる対格型であり、ユーピック語は被動者に焦点を当てる能
格型である。
　以上より、ヒトの言語は、動作主と被動者に焦点を当てる程度が種々異なる。つまり、焦点
化の程度に多様性が認められる。このことは、サル及び他の動物の（想定される）言語にも同
様の多様性が認められることを示唆する。各言語が、環境適応の結果として生存等に最適な焦
点化の程度を有すると考えられる。

星宏和

ヒトの言語に認められる焦点化の程度の多様性
―サル及び他の動物の言語を考えるための試論―
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　千葉県房総半島では、富津市が管理する高宕山自然動物園にニホンザルの１群 80個体（2025
年 11 月現在）が飼育されている。南房総で野生化し交雑した外来種個体群の影響で、房総半
島のニホンザルは国と県のレッドリストで絶滅（種としての存続）が危惧され、域外保全では
この動物園に注目が集まりつつある。1955年に餌付けされた野生群を始祖とするこの動物園は、
地元有志による運営協議会の協力を得ながら外来種交雑や台風被害による施設損壊の問題を乗
り越えて 2022 年 4月に再開された。現在では房総半島在来のニホンザルを展示する貴重な施
設になっている。動物園再建計画の協力者を中心に 2023 年 8月に「高宕山のサル観察クラブ」
が発足し、2024 年 5月から同市と協定を結んで写真や遺伝子分析による個体識別で動物園の
管理運営への協力を開始した。同クラブは日本霊長類学会の保全・福祉活動助成を受けて群れ
全頭の識別をすでに完了し、遺伝子分析により園内で生まれた個体の家系図作りを進めている。
今回の発表では、高宕山自然動物園の歴史と現状を概説し、観察クラブの目標や活動状況につ
いて報告する。研究会のシンポジウム「野生とつながる動物園を考える」の機会に、外来種と
の交雑問題を抱える房総半島のニホンザル個体群の保全とこの動物園の再開の意義、クラブ活
動や学会活動による支援が果たす貢献についても紹介する。

高宕山のサル観察クラブ

川本芳，丸橋珠樹， 相澤敬吾， 池田文隆， 白井啓， 白鳥大祐， 直井洋司

リニューアルした高宕山自然動物園と観察クラブの活動
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　霊長類の初期胚は、受精後から胚盤胞期にかけてげっ歯類と類似した発生様式を辿るが、着
床以降は極めて異なる発生過程を示す。これまでのマウスを用いた膨大な研究成果により、哺
乳類初期胚発生の分子メカニズムが解明されてきた一方、ヒトを含む霊長類においては倫理的、
技術的理由などから、着床以降の胚発生に関する知見に乏しい。そこで本研究では、ヒトに最
も近縁な実験動物であるカニクイザルにおいて、生体内の子宮内膜組織を模倣するオルガノイ
ドを作製し、試験管内で着床反応を再現可能な実験系の確立を試みた。カニクイザル子宮内膜
組織から腺上皮および間質細胞を単離し、細胞外基質を用いて三次元的に培養したところ、子
宮内膜オルガノイド（cyEMoid）の作製に成功した。cyEMoidは生体組織に酷似した構造を有
しており、妊娠期ホルモンの添加により月経周期に沿った分化が誘導可能であった。また、表
面には繊毛構造だけでなく、着床期マーカーであるピノポードも認められ、RNA-seqによる網
羅的な遺伝子発現解析の結果からは、生体組織と類似した遺伝子発現プロファイルを示すこと
が明らかになった。さらにヒト胚性幹細胞由来の胚盤胞様構造体は cyEMoidと接着し、自発的
に分化が誘導されることも示された。本実験系を用いて妊娠初期の分子メカニズムが解明され
ることで、種の大半が絶滅の危機に瀕している霊長類の保全に繋がることが期待される。

1大阪大学ヒューマン・メタバース疾患研究拠点 (WPI-PRIMe)，2 滋賀医科大学動物生命科学
研究センター，3 国立研究開発法人医薬基盤・健康・栄養研究所霊長類医科学研究センター，

4京都大学ヒト生物学高等研究拠点 (WPI-ASHBi)

松本翔馬 1,2， 小原実穂 3， 山海直 3， 依馬正次 2,4

霊長類における妊娠成立メカニズムの解明を目指した
試験管内着床反応系の開発



　日本モンキーセンターが主催する連続講座「モンキーキャンパス」では、受講生有志を対象
に霊長類生息地への「研修ツアー」が実施されてきた。2025 年度は 8名とスタッフ 3名がヤ
クシマザルの生息地・屋久島を訪問したので報告する。研修ツアーの日程と人数は、2025 年
12 月 4日～ 7日（計 4日間）の通常コースに参加者 7名とスタッフ 3名、12月 7日～ 10日
の経験者を対象としたアドバンストコースに参加者 2名とスタッフ 2名だった（うち参加者 1
名とスタッフ 2名は両コース参加）。毎月の講座終了後に説明会やヤクシマザル観察会をおこな
い、屋久島の環境やヤクシマザルの性年齢推定方法などについて事前に学んだ。研修は日本モ
ンキーセンター屋久島研修所を拠点とし、西部林道を中心に活動した。事前に飼育下のヤクシ
マザルを観察していたが、屋久島では飼育下では見ることが難しい樹上での採食やヤクシカと
の関係、群間関係などを観察できた。京都大学野生動物研究センターより個体識別情報の提供
を得て個体や群れの特定もおこない、性年齢や来歴、血縁関係などを知ったうえでの観察もで
きた。参加者それぞれに感動や学びがあったので、本発表をはじめさまざまな形で研修で学ん
だことを活かしていきたい。今後も日本モンキーセンターが「自然への窓」となり、フィール
ドと動物園をつないでいくことに期待したい。
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1 日本モンキーセンター友の会，2公益財団法人日本モンキーセンター

赤見理恵１,2，江戸暢章２，牧原東吾１，伊田智洋１，西野香緒里１，山本達也１，北原愛子１，
大栗靖代１，中村千晶１，辰巳宏１，湯本貴和２

2025 年度モンキーキャンパス受講生有志による屋久島研修ツアー



　日本モンキーセンターのアジア館では、ニホンザルやトクモンキーなどマカクの仲間を中心
に、2025 年 11 月末時点で 10種 1亜種 73 頭を飼育している。昨今、アジア館では同種個体
がいないため単独飼育となっている個体や、群れ内の闘争によって群れから外れ、ケージで飼
育されている個体が動物福祉上の課題となっており、2025 年 2月時点では、単独飼育が 2頭、
ケージ飼育が 3頭であった。そこで、単独飼育およびケージ飼育個体の解消と施設全体の動物
福祉向上を目的として、2025 年 2月から 11月末までに、群れの調整、異種同居、施設改修後
の群れ戻し、他施設間での個体移動を合わせて 10件 14 頭を対象に実施した。その結果、現在
では単独飼育およびケージ飼育となっていた個体は解消され、単独飼育であった個体について
は、他個体とのコミュニケーションやグルーミング行動が確認されるようになった。また、オ
スのみの群れ形成や群れ再調整などもおこなったが、期間中に外科処置を要する大きなケガは
1件のみで、多くの場合は闘争もなく群れは安定していた。今回の群れ調整や異種同居にあたり、
事前に施設改修をおこない、飼育スペースを有効に活用できるようにしたことが、同居直後の
緊張状態においても適切な距離を確保する助けとなった。その結果、個体間の関係構築が進み
やすくなっただけでなく、闘争時には避難場所が確保され、不必要なケガを未然に防ぐことが
できたと考えられる。
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公益財団法人日本モンキーセンター

荒木謙太，浮瀬百々香，坂口真悟

動物福祉の向上を目的としたアジア館での取り組み



　エンリッチメントサークルは日本モンキーセンター主催のモンキーキャンパス受講者有志に
よる飼育動物の福祉と健康管理を目的としたサークルである。2024年度の活動では高齢個体の
摂食・嚥下機能低下に備え、ヒト用の嚥下調整食や栄養調整食品をニシゴリラのタロウに試用
した。後にタロウが体調を崩した際、栄養調整食品で投薬でき体調回復に貢献した。2025 年度
は対象を広げ、低カロリー・嗜好性・投薬補助食品、水分補給などヒト用食品の活用の可能性
を調査した。対象個体は、ニシゴリラのタロウ（高齢）、シシオザルのシッコク（投薬困難、偏食、
先天疾患）、アヌビスヒヒのアルミ（高齢、視覚障害）の 3頭とした。粉ゼラチン・粉寒天・ゼ
リー飲料食品を、桑の葉茶・抹茶・果汁ジュース・オリゴ糖・イオン飲料・蜂蜜・水を組み合
わせて試食品を作成し、食品の特性や調理結果を記録したうえで対象個体に与えて嗜好性を確
認した。果汁ジュースはフルーツの酵素や酸により固まりにくく、粉末製品は沈澱・分離する
物もあった。タロウは甘みの強い物を好み、全ての種類を口にした。他個体には手掴みやスプー
ンで投与したところ、興味や警戒、潰して感触を確かめるなどの反応が見られた。今後は調理・
投与方法など改善し、ヒトの試食時の感想や個体の反応等を記録した「お助け食品図鑑」を製
作予定である。食品の選択肢が増え、食べる楽しみや健康長寿に繋がるよう願っている。
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1 日本モンキーセンター友の会，2公益財団法人日本モンキーセンター

石橋ゆき子 1，中村千晶 1，林直弘 1，森香奈 1，綿貫宏史朗 2

高齢・肥満・傷病個体に対するヒト用食品の適用 
〜お助け食品図鑑を作りたい‼︎〜



　動物園の利用者にとって心地よく、飼育される動物にとっても過ごしやすい音環境とはどの
ようなものだろうか。本研究では、園内のサウンドスケープを把握するため、録音調査と並行
して、日本モンキーセンター附属動物園でアンケート調査を実施した。日本語を読み書きでき
る 12歳以上を対象に協力を依頼し、2024 年 7月〜 2025 年 7月の 48日間で 587 名から回答
を得た。5か所の展示エリアで印象に残った音を自由記述してもらい、その好感度と場所への
合致度を五段階で評価してもらった。分析の途中ではあるが、印象に残る音は場所によって傾
向が異なり、時期・季節による変化も示唆された。音源を「自然音（非生物）」「生物由来の音」
「飼育される霊長類に由来する音」「人に由来する音」に分類して比較したところ、「人に由来す
る音」は好感度・合致度ともに最も低い傾向がみられた。今後は記述の多かった音について個
別の評価や音響的特徴を詳しく検討していく予定である。本発表では、各エリアでどのような
音が印象に残り、利用者がそれらをどう受け止めているのかを共有し、参加者のみなさんとと
もに、これからの望ましい音環境について考えるきっかけとしたい。
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1 京都大学ヒト行動進化研究センター，2公益財団法人日本モンキーセンター

打越万喜子 1,2，赤見理恵 2，綿貫宏史朗 2

動物園の音環境に対する利用者の印象：
年間アンケート調査から見えること



　ボリビアリスザル（Saimiri boliviensis）などの霊長類では、母親以外の個体が乳児を抱く、運ぶ、
あるいは触れる行動（infant handling：IH）が知られ、社会関係や繁殖戦略に関わると考えら
れている。日本モンキーセンターのリスザルの島では本種が群れで放飼されており、2016 ～
2017 年の観察では非血縁個体による IHも確認された。本研究では、群れ内に 0歳個体が 2頭
いる場合に、どの個体が IHの対象となるかを明らかにすることを目的とした。2025 年 6 月
18 日にパズー（オス）、7月 19 日にハナビ（メス）が出生し、両者は遠い血縁関係にあった。
7～ 10月の 5日間、各 0歳個体を個体追跡し、50cm以内の近接個体を連続記録した。観察時
間はパズー 178 分、ハナビ 130 分であった。母親との近接頻度はパズーが生後 67日、ハナビ
が 78日の時点でいずれも 41％に低下したが、パズーの低下が早かった。パズーに対しては出
産経験のない 13歳メス（祖母の姉ハープ）が頻繁に接近し（67日齢時 66％）、IHを行った。
ハナビでは母以外に顕著な近接個体はなかったが、1歳メス（姉ハスカ）による IHは見られた。
これらの結果から、出産経験のない高齢メスが IHを行うこと、また血縁の近い個体ほど IHを
示す傾向が示唆された。
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南山中学校女子部霊長類学入門

大井咲歩，大野眞子

ボリビアリスザルの群れ内に 0歳個体が 2頭いる場合の
infant handling



　本発表の対象となるマンドリルは 2005 年生まれのオスである。2024 年 11 月に顕著な体重
減少が確認された。その後の尿検査の結果から糖尿病を疑い、血糖降下薬やインスリンによる
診断的治療を開始、2025 年 4月の検査で II 型糖尿病と診断された。本発表では 2025 年 7月
から現在に至るまでに実施した当該個体の飼育管理のうち、給餌内容の改善と定期的な体重測
定、採血トレーニングの試みについての取り組みを報告する。給餌内容は EAZA Best Practice 
Guidelines, Mandrill(ARTIS Amsterdam Royal Zoo) & Drill (Edinburgh Zoo)2025.08.11を参考
にし、急激な変更による当該個体への影響を考慮し、摂取カロリーの維持と糖質の減量を目
的とした段階的な改善をおこなった。結果、全体の給餌量における糖質の割合は 17.6％から
12.7% に減量できた。体重測定は移動用通路内に設置した体重計へと誘導しておこなった。現
在では 1回 / 週のモニタリングが可能となっている。また本年 11月より採血トレーニングと
して、飼育ケージに腕出し窓と着脱可能な塩化ビニール製パイプを設置し、前肢挿入のハズバ
ンダリートレーニングを開始した。今後も当該個体への負担軽減に配慮し、侵襲性の低い行動
的保定によるモニタリングを目指していく。
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1 公益財団法人日本モンキーセンター，2京都大学野生動物研究センター

奥村文彦 1，武田直子 1，江戸暢章 1，小谷真智子 1，武田康祐 1,2，岡部直樹 1,2

糖尿病のマンドリルの飼育管理について



　本発表では 2025 年 2 月 28 日に 31 歳で死亡した、クロキツネザル（Eulemur macaco）♀
サンが白内障を患ってから死亡するまでの経過と経過に応じた飼育管理について報告する。当
個体は 2023 年秋ごろから白内障が著しく進行し、視力の低下がみられた。当園では高齢動物
など介助が必要とされる場合は、病院が併設されたバックヤードでの終生飼育に切り替えるこ
とが多い。しかし、長年同居していた個体との関係性の維持や、行動できる範囲を狭めないなど、
福祉レベルを低下させないよう飼育場所は変更せず、マダガスカル館にて終生飼育をおこなう
ことにした。筋力・視力の低下にともないスロープを設置したり、落下防止策として止まり木
の下に麻袋を設置したり、夜間はライトで室内を照らしたりするなど個体の状態に合わせて対
策をおこなった。また、死亡する 3週間ほど前から食欲の低下が見られたため給餌量の記録を
開始した。固形物の摂取が困難になってからは、すりおろした食べ物やヒト用の果汁ジュース・
栄養食品を給餌した。これらの終生ケアを一つの事例として記録し、今後の高齢動物の終生ケ
アや介護などの取り組みに活かしていきたい。
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公益財団法人日本モンキーセンター

川﨑千穂，阿野隆平

白内障を患った高齢クロキツネザルの終生ケアについて



　日本モンキーセンターでは、約 70頭のアヌビスヒヒを飼育展示しているが、飼育管理する
うえで闘争によるケガの多さが課題のひとつとなっている。そこで、本研究ではアヌビスヒヒ
のオスを対象に免疫学的去勢製剤であるインプロバックを投与し、オスの闘争とそれによって
生じるケガの抑制効果を調べた。29 頭のオスのうち闘争に関与している可能性の高い 6歳～
12歳の若いオス計 18頭を対象に、第 1期：2018 年 10 月〜 2020 年 5月（14頭）、第 2期：
2023 年 6月〜 2025 年 1月（4頭）の期間でインプロバックを半年に 1回のペースで投与した。
また、診療に至ったケガの件数を飼育日誌から調べ、インプロバック投与前後での件数の推移
を算出した。2018 年 8月～ 10月（第 1期投与前 3か月間）のケガ数は平均 2.7 件 / 月だった
が、2018 年 11 月～ 2021 年 5月（第 1期投与期間＋投与終了後 1年間）のケガ数は平均 0.8
件 / 月となった。 また、2021 年 9月（第 1期投与終了後から 1年 4ヶ月後）ごろからケガが
多くなる傾向がみられ、2023 年 4月～ 6月（第 2期投与前 3か月間）にはケガ数が平均 4.3
件 / 月まで増えたため、未投与の若い 4個体に投与を開始したところ、（第 2期投与期間）には、
平均 1.3 件 / 月に減少した。投与期間〜投与後一定期間にケガの減少がみられたため、闘争抑
制の効果はあったと考えられる。また、効果の持続期間は1年4ヶ月ほどであったと考えられる。
今後はインプロバック前後の体重の変化、推移にも重点を置き、本研究の更なる進展に繋げたい。
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1 公益財団法人日本モンキーセンター，2京都大学野生動物研究センター

川原宇翔 1，荒木謙太 1，辻内祐美 1，岡部直樹 1,2

アヌビスヒヒのオスにおける闘争抑制を目的とした免疫学的去勢の効果



　Primates extensively use visual cues to communicate or convey emotions and intentions during 
social interactions. Despite some similarities, these cues seem to be species-specific and flexible 
within species. However, it is not yet fully understood how visual cues emerge and are used in 
each species. This project will investigate facial and bodily expressions in four primate taxa, with 
a diverse socio-ecology: common marmosets (Callithrix jacchus), Japanese macaques (Macaca 
fuscata), gibbons and siamangs (Hylobatidae family); and bonobos, (Pan paniscus). This project 
will entail three goals: 1) create a digital multi-species video library of visual cues, video coded 
with AnimalFACS (Facial Action Coding System) for facial movements and BAP (Body Action 
and Posture) for body movements; 2) use this video library to create AI (Artificial Intelligence) 
systems to automate the tracking of visual cues, with DLC (DeepLabCut); and 3) use the AI 
systems developed to investigate how facial and bodily cues originate and develop in primate 
infants by analysing mother-infant interactions. For goal 1 and 3, videos of social interactions and 
mother-infant interactions will be collected in zoos (including JMC), research facilities, and field 
sites to include a wide variety of individuals and behaviours. It is predicted that a) emergence of 
facial and bodily cues will depend on social learning, and thus parenting style and group size will 
determine age cues appear, but not species morphology or socio-ecology; b) different expressions 
will appear staggered at different ages depending on maturation of developmental processes that 
are species-specific, but do not depend on parenting style, groups size nor environment. This 
project will provide new insights into how visual cues emerge and which factors shape these cues 
throughout life.
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Center for the Evolutionary Origins of Human Behavior (EHuB), Kyoto University

Catia Correia-Caeiro，Takako Miyabe-Nishiwaki

Decoding primate communication and emotion through facial and 
bodily cues



　日本モンキーセンター（JMC）ではシロガオオマキザル（Cebus albifrons）の親子とノドジ
ロオマキザル（C. capucinus）の代理親子の 4個体の近縁異種混群を飼育している。本発表で
は混群の形成の経緯とその経過について報告する。2024 年 4月 23日にシロガオオマキザルの
出産があった。母親は出産時 19歳で初産であったが子を順調に育てることができたが、子は
9月 30日に負傷し入院した。退院し群れに戻したが、2025 年 1月と 2月に負傷を繰り返した
ため群れに戻すのは困難と判断し、親子を隔離した。2024 年 7月 8日にはノドジロオマキザ
ルでも出産があった。母親は出産時 9歳で初産であったが、育児する気配がみられず、2日後
に母親ではない別のメス個体を子と会わせたところ、子に対し好意的な態度であった。オマキ
ザルのメスは子に対して寛容であり、群れの中で親以外の個体が育児を手伝うというアロマザ
リング行動が報告されていることから、この個体を代理母として人工哺育に取り組むこととし
た。子と代理母との見合いを積極的に行う中で代理母の子に対しての関心が薄れることがなかっ
たため、2025 年 1月 25日に子と代理母のケージ内同居を開始した。オマキザルは群れの中で
様々なことを学習し社会関係を築くことから子に親以外の個体との交渉や月齢の近い子同士と
の交渉による社会性を身に付けさせ、心身の発達により良い環境をつくるため、JMCでは近縁
異種の親子群の形成を試みた。4個体の見合い期間を経て 2025 年 6月 27日から同居を開始し
た。同居当初は異種間で距離をとる様子が見られたが、子同士が遊びなどの関わりをもつよう
になり、親同士の緊張が緩和した様子が見られた。行動の変化については連携研究として評価
が行われている。本事例はアニマルウェルフェアの観点から推奨される霊長類の複数個体飼育
を、異種混合群を含めて進めるための新しい考察となる。
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日本モンキーセンターにおけるシロガオオマキザルと
ノドジロオマキザルの親子異種混合群形成の経緯と経過



　日本モンキーセンターでアビシニアコロブスのコドモが 2024 年 6月～ 2025 年 8月に 4頭
誕生したため、4頭の行動変化を比較するため行動観察を実施した。観察は概ね週 1回（平均
観察時間 180 分／日）行い、生後約 40日齢までは連続記録、その後は１－０サンプリングで
実施した。行動の種類は「抱かれる」「接触」「単独」とした。コドモ以外の群れの構成はオト
ナオス 1頭、オトナメス 2頭だった。「抱かれる」の割合は約 30日齢までは 70％以上だった
が、その後減少した。約 30日齢までは母親以外の個体がコドモの世話をする「アロマザリング」
がみられることが知られているが、母親以外の個体が関わる割合は 5～ 30％と個体により差が
あった。約 30日齢を過ぎると「抱かれる」の割合が低くなり、「接触」「単独」の割合が高くなっ
た。「接触」の相手は母親の割合が一番高いが、その他は個体により差があった。その他の接触
相手としては、オトナオスやコドモであったり、コドモが複数誕生した後では他のコドモより
兄姉の割合が高い傾向にあった。また、コドモ 4頭中 1頭は日齢が進んでも「抱かれる」「接
触」が多く、「単独」が少ない傾向にあった。これらの差が見られる要因としては、①母親の個
性（コドモとの関わり方の差）②コドモの個性、性別等が考えられた。今後はコドモ同士の関
係性、オトナオスとの関係性や飼育施設の変更による影響等にも注目して観察していきたい。
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アビシニアコロブス 4個体の生後 90日齢までの行動変化
～個性いろいろ大家族～



　日本モンキーセンターでは、飼育個体の基本情報を飼育台帳で管理している。今回は、電子
版の飼育台帳で登録個体数が多い６種を対象に、個体群統計学的な解析を試みたので報告する。
出生日と死亡日が分かっている個体（ヤクシマザル：244 頭、カニクイザル 150 頭、アヌビス
ヒヒ 101 頭、ワオキツネザル 55頭、コモンマーモセット 73頭、クロミミマーモセット 80頭）
を対象とし、平均寿命を算出した。また、登録個体数が最も多いヤクシマザルについては性別
ごと（オス 116 頭、メス 110 頭※性別不明 18 頭除く）に、死亡率（Qx）、生存率（Px）、累
積生存率（lx）も算出した。種別の最高年齢は順に 34歳（メス）、41歳（メス）、37歳（メス）、
32歳（メス）、25歳（オス）、15歳（オス・メス）で、平均寿命は 9.89 歳、9.37 歳、4.18 歳、4.81
歳、2.48 歳、2.98 歳となった。死亡率が高い 0歳を除外した平均死亡年齢は 15.97 歳、16.73
歳、19.18 歳、11.16 歳、5.84 歳、7.21 歳となった。ヤクシマザルの lxより、生存の中央値
はオスで 9～ 10 歳、メスで 11～ 12 歳となった。０歳の死亡率が高い要因として、これらの
種は当園では多数の群れ飼育により新生仔がオトナの闘争に巻き込まれやすいことと、多胎の
マーモセットにおいては初期死亡が多いことが要因であると示唆される。今回の分析には生存
個体を含まないため現飼育個体の寿命は不明である。今後は生存個体も含めたより精度の高い
寿命推定をおこない、当園での個体群管理に活用していきたい。
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日本モンキーセンターにおける飼育下霊長類の寿命算出の試み



　対象個体のラテ（メス・2007 年生まれ）は、2024 年 4月より、ピン（オス・2018 年生まれ）、
イロハ（メス・2015 年生まれ）、レナ（メス・2016 年生まれ）との段階的な見合いを経て、4
頭での終日同居がされてきたが、同年 10月に食欲廃絶、活力低下のため入院した。検査の結果、
低蛋白血症と腹水貯留が確認された。治療により状態が回復した 11月の退院時に、同居個体
からの攻撃による受傷のため再び入院した。12月に退院し、2025 年 1月より群れとの再同居
を試みたが、不定期な嘔吐や下痢、活力低下がみられ 3月に再び入院した。輸液や制吐剤投与
による治療を経て回復後退院し、5月より群れとの同居を再開したが、再び嘔吐等の症状がみ
られ、同居を中断した。6月に消化管運動機能改善剤の投与を開始し、7月から給餌と投薬方
法の見直しを段階的におこなった。給餌は投薬や枝葉給餌を含め 7回 / 日にし、2回 / 日の投
薬の時間帯を限定した。結果、不定期でみられた嘔吐、下痢、活力低下において重篤な症状は
現在までみられていない。10月より群れとの再同居の試みを開始した。同居の試みはラテの体
調を維持するため、給餌と投薬に影響が出ない時間帯で実施した。現在は群れの頭数が計7頭（4
頭の出産があった。）となっており、ピン、イロハ親子、レナ親子それぞれとの段階的な見合い
を経て同居をおこない、現在も単独飼育解消の試みを継続している。
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単独飼育のアビシニアコロブスの再同居の試み



　ニシゴリラ (Gorilla gorilla) は草や木の葉などを中心に樹皮や果実などを食べ、動物性食物
をほとんど食べない菜食主義の動物で、現在日本モンキーセンターではオス 1個体（個体名：
タロウ）を飼育している。タロウへの給餌は霊長類用の乾燥固形飼料と青果物（葉物野菜、根
菜、果物など平均 7品目）をベースとし、その他園内に生えている樹木の枝葉を準備し、毎日
4000kcal程度与えている。給餌内容はタロウを導入した 1989 年当初から毎日記録されていた
が、ベースで与えているものに大きな変化がないため、2022 年に一度記録を中断した。しか
し 1973 年生まれで現在 52才のタロウは、近年体調不良時に食欲が低下することが増え、また
歯の摩耗や欠損も多く硬い餌を食べるのが今後、困難になることも考えられることから給餌内
容を検討する必要が出てきている。そのため、まずは現在の給餌内容や残餌量などを把握する
目的で 2025 年 8月 12 日より給餌内容の記録を再開した。また近年の価格高騰を受け、より
安価に入手しやすい旬の野菜や果物への代替や、来園者や農家、企業からの寄附を受け付ける
ようになり、これまでより多岐にわたる飼料をタロウに与える機会が増え、採食エンリッチメ
ントの一環にもなっているが、それに伴い栄養評価を再検討する必要もでてきている。今回は、
タロウの給餌内容の過去と現在を比較しその変遷を紹介する。
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ニシゴリラの給餌内容について～過去と現在を比較して～



　社会性の高い飼育動物には、社会性を獲得できる環境の整備が動物福祉上求められる。混合
展示は社会的刺激を与え、行動の多様化を促すとされる。日本モンキーセンターでは、オマキ
ザル属 2種とも 1歳の子がおり、本来の群れでの飼育が困難であった。本研究は、ノドジロオ
マキザル (Cebus albifrons) とシロガオオマキザル (Cebus capucinus) の母子 4個体を同居させた
際、お見合い期から同居後にかけて異種個体間の社会行動の変化を明らかにすることを目的と
した。日本モンキーセンターで飼育されたノドジロオマキザルの代理母と子、シロガオオマキ
ザルの実母と子の計4個体を対象とした。2025年4月16日から6月1日にバックヤードでケー
ジ越しのお見合いを行い、続いて 6月 2日から展示場での放飼と数回のお見合いを経て、6月
27 日から現在まで同居している。その間、監視カメラ 1台で 24時間撮影し、隔日でデータを
保存した。保存データをアドリブサンプリング法で確認し、個体間の社会行動の変化を記録し
た。その結果、お見合い期から同居初期にかけて、威嚇がみられるなど、警戒が続いていた。7
月 4日以降は親同士・子同士・異種母子のいずれでも接触が確認された。最新の観察では、ど
の組み合わせも人の有無にかかわらず接触頻度が増加し、両種で親和的な社会行動が見られた。
アドリブサンプリング法は、主観の影響を受けやすいため、今後は瞬間サンプリング法と 1/0
サンプリング法を併用し定量的に評価する予定である。
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オマキザル属 2種の母子の同居による異種間社会行動の変化



　これまでの調査で、飼育下のオランウータンはヒトに類似した口腔内環境を示すことが分かっ
てきた。特に口腔粘膜上皮の経年的な異型変化は癌の発症につながるため、我々はオランウー
タンの舌側縁部（ヒト扁平上皮癌の好発部位）の組織観察を進めている。今回は、スマトラオ
ランウータン（Pongo abelii）の舌側縁部組織所見 2例を報告する。両個体は、同じ動物園で生
まれた異母姉妹で、妹は 12歳時に他園に移動したため飼育環境は異なるものの、死亡時年齢
は姉妹共に 54歳であった。ホルマリン固定舌組織標本から左右側縁部粘膜を採取し、パラフィ
ン包埋薄切切片を作成、ヘマトキシリン - エオジン染色後、バーチャルスライドにて形態観察・
計測を行った。解析の結果、上皮組織の形態的特徴は２例とも類似していたが、33歳のボルネ
オオランウータン (Pongo pygmaeus) の同部位と比較すると、２例とも表層寄りの有棘層が肥厚
して全体的に厚さが増していることがわかった。野生のスマトラオランウータンメスの寿命は
53歳前後と推定されており (Wich et al., 2004)、加齢変化による影響が示唆された。
　本研究は、オランウータンの口腔疾患の理解と健康管理に有用な基礎情報の取得を目指して
いますが、現状では良好な状態の口腔組織の入手が困難となっています。今後の症例蓄積のた
め飼育個体が死亡した際の組織提供にご協力を賜りたくお願い申し上げます。
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スマトラオランウータン (Pongo abelii) 異母姉妹の舌上皮組織２例の解析



　日本モンキーセンターのヤクシマザルは 1956 年に収集された 79 頭を創始個体とし、現在
113 頭が主にモンキーバレイで飼育されている。飼育個体群のなかには脱毛がみられる個体が
おり、以前より環境や給餌内容の改善に取り組んできた。2023 年 12 月ごろより枝葉を週に 2
～ 3回の給餌開始したところ、因果関係は不明だが被毛改善がみられた。顔周辺の脱毛状況を
Peng ZHANG (2011)を参考に 5段階にスコア化し、2022 年冬と 2024 年冬に撮影された全個
体の顔写真を比較した。個体識別ができる人とできない人の 2名でスコアをつけ標準化した。
身体の脱毛もみられるが、個体によっては身体の画像がないものがいたため今回は顔をスコア
化した。結果、38頭で顔周辺の脱毛改善がみられた。改善した個体はメスが多かった。枝葉は
嗜好性が高くはないので、ゆっくり食べることで採食時間が増加し、毛づくろいの時間が減っ
た可能性があると考えた。今後は身体も含めた全身を撮影することで身体の脱毛状態をスコア
化できるようにし、改善が見られたか調べていきたい。
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ヤクシマザルの枝葉給餌と被毛改善


